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「ＪＡバンク茨城子ども食堂応援助成２０２３」活動報告書 

活動名 こども達と届けよう︕あったかハート応援弁当︕︕ 

団体名 NPO法人あっとホームたかまつ 

この活動で
取り組んだ
地域の課題
や背景（※） 

鹿行地域、特に開催予定地である神栖市では 
・貧困世帯/ひとり親世帯が多く存在する 
・移住者が多く、地域のつながりが希薄 
・孤立/孤独が深刻化している 

この活動の
目的（※） 

・相対的貧困サポート（子育て世帯/ひとり親世帯支援） 
・多世代交流（子どもからシニアまでボランティアとして参画） 
・地域企業支援（企業連携）/地域経済の循環 
・学生の参画による自ら考え行動する力の育み 
・子ども食堂をきっかけとした地域活性化 
・SDGSの取り組みとして目標 1.3.4の活動を実施 

活動の対象
（※） 

鹿行地域在住の子育て世帯 

実施内容 

◆開催日付︓2024年６月１５日（土）（別日に関係者会議、事前準備実施） 
◆開催場所︓神栖市公共施設 
◆実施時間︓12:30~16:30 
◆活動内容︓ 
【事前準備】 
・子ども達が考える配布のためのオリジナルパッケージ作りとして、子ども達が心を込
めたメッセージカードを作成。当日２００食のお弁当に添付。 
・子ども達が FMかしまにこども広報大使として出演。活動の PRを行った。 
・神栖市広報誌/神栖市 SNS/鹿嶋市広報などの媒体を通して広報活動を実施。 
・関係者会議（ボランティア・学生・子ども）実施。 
・配布物資準備 
・会場設営/お楽しみコーナーの事前準備/看板作成 
【当日】 
・企業と子ども達が共に商品開発したお弁当を購入配布（２００食） 
・学生が中心となった無料のお楽しみコーナー実施 

活動実施後
の成果 

◆鹿行地域に住まう子育て世帯やひとり親世帯の助けとなり、支援を必要とする世帯と
繋がることができた。アンケートの結果では申込の半数がひとり親世帯であった。 
◆子ども達が発案したことがお弁当という形になり、地域支援つながった。お弁当を受
け取った家族から、『素敵な活動ですね』と子ども達の取り込みについての声が寄せら
れたり、後日感謝のメッセージが寄せられた。このような経験が子ども達の自信になり、
挑戦する心の育みとなった。 
◆子ども食堂を始まりとした地域経済循環創造の１つの形として地域に波及。 
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今後の展望
や 新 た に  
見えてきた
地域課題 

・神栖市では学生ボランティアの参画する機会が少ない現状がわかった。今後、神栖市
での活動にも学生のボランティア参加しやすい形を作る。 
・アンケート結果により申込の半数がひとり親世帯であることがわかった。継続した支
援を求めている世帯が数多くいる実態を把握。 
・子ども食堂の始まりに団体/地域/企業/行政がより連携、地域経済の循環と連動した
地域支援の新な形に繋げる。 

寄付者への
一言（※） 

 
皆さんの支援のおかげで、子ども達に素晴らしい経験と必要とされている世帯にお弁当
を届けることができました。本当にありがとうございました。 
 

自己評価 
（いずれかに

○を記入） 

A. 目標を超える成果を得ることができた 
B. ほぼ目標どおりの結果となった 
C. 残念ながら目標を達成できなかった 
D. その他（                                ） 

自己評価で C

を記入された

場合、その理由 

 
 
 
 

※ 欄の大きさは自由に変えていただいて結構ですが、全体で 2ページ以内となるようご配慮ください。 
※ 活動の様子がわかる写真数枚のデータを別途ご送付ください。 
※ その他必要に応じて補足書類をご提出ください。 


